
2026年3月4日～6日 第98回 日本胃癌学会総会
会場：沖縄コンベンションセンター

参加者：藁谷,菊地

発表演題
菊地「胃悪性リンパ腫と低分化型腺癌の衝突腫瘍を認めた1例」
藁谷「難治性の胃ESD後出血に対しROLMが有効だった1例」

沖縄で開催された胃癌学会に参加しました。
菊地先生、藁谷いずれもポスター発表だったため、いつもと形式が異なり、
作成からポスター印刷に至るまでの過程も勉強となりました。
学会からの推奨で、「かりゆし」含むノーネクタイでの発表となり、会場
は沖縄感が出ていました。
様々な発表がありましたが、2026年3月に胃癌取り扱い規約の第16版が刊行
となり、深達度表記が変更となることなどの重要な報告もありました。
胃炎内視鏡分類「京都分類」の発刊でも有名な春間賢先生と近くで発表と
なり、写真撮影や名刺交換ができたことも大きな思い出となりました。
また、以前当院で勤務されていた加藤先生、大塚先生とも合流しすること
ができました。
不在期間中、サポートいただいた病院の方々に厚く御礼を申し上げます。

作成：藁谷
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